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(57)【要約】
【課題】安価で、且つ組み立て手順が分かり易く、必要
時に簡単に組み立てて使用することができ、しかも、収
納物の出し入れが容易にできるＬ字型収納箱を提供する
。
【解決手段】方形状に形成した上面部３、底面部４、正
面部５及び背面部６と、Ｌ字型に形成した一対の左側面
部７及び右側面部８とから成り、上面部３と底面部４と
左側面部７と右側面部８とを一直線上に配設して折り縁
を介して連設し、背面部６を上面部３と底面部４と左側
面部７と右側面部８のいずれかの背面側に折り縁を介し
て連設すると共に、連設した側と反対側に、上面部３と
底面部４と左側面部７と右側面部８のいずれかに設けら
れこの背面部６を開き止め係止する開き止め係止片９と
係合する係止片係合部10を設けた一枚の紙製展開材を折
り曲げて組み立て形成したＬ字型収納箱。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一枚の紙製展開板材を折り曲げて組み立て形成し、長靴やロングブーツ等のＬ字型の収
納物を起立状態で開閉自在に設けた背面側開口部から出し入れし得るように構成したＬ字
型収納箱であって、前記紙製展開板材は、方形状に形成した上面部、底面部、正面部及び
背面部と、Ｌ字型に形成した一対の左側面部及び右側面部とから成り、前記上面部と前記
底面部と前記左側面部と前記右側面部とを一直線上に配設して折り縁を介して連設した構
成とし、前記背面部を前記上面部と前記底面部と前記左側面部と前記右側面部のいずれか
の背面側に折り縁を介して連設すると共に、連設した側と反対側に、前記上面部と前記底
面部と前記左側面部と前記右側面部のいずれかに設けられこの背面部を開き止め係止する
開き止め係止片と係合する係止片係合部を設けた構成とし、前記正面部は、奥側正面部と
手前側正面部とこの奥側正面部と手前側正面部との間に配設される先端上面部とで構成す
ると共に、前記先端上面部を谷折する折り縁を介して前記奥側正面部と連設した構成とし
たことを特徴とするＬ字型収納箱。
【請求項２】
　前記紙製展開板材の前記上面部と前記先端上面部とを同形状に形成して、この紙製展開
板材を折り曲げて組み立て形成した二体のＬ字型収納箱を、一方のＬ字型収納箱の上面部
と他方のＬ字型収納箱の先端上面部とを合わせて巴状に組み合わせた際に、一方のＬ字型
収納箱の背面部と他方のＬ字型収納箱の手前側正面部とが面一状態となるように構成した
ことを特徴とする請求項１記載のＬ字型収納箱。
【請求項３】
　前記紙製展開板材は、段ボールから成ることを特徴とする請求項１，２のいずれか１項
に記載のＬ字型収納箱。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一枚の紙製展開板材を折り曲げて組み立て形成したＬ字型収納箱に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、長靴等のＬ字型の収納物を収納するＬ字型収納箱としては、特許文献１に示すよ
うなＬ字型収納箱が提案されている。
【０００３】
　この従来のＬ字型収納箱は、後面板と後左側面板と左前面板と前左側面板と右前面板と
右側面板と糊代片とを順に連設して、後面板の上端辺にＬ字形の蓋面板を連設して、後面
板と後左側面板と右前面板と右側面板との下端辺に底面板群をそれぞれ連設して、この底
面板群の前端辺と底面板群の左端辺とに、繋止切込みを設けた底折返し片をそれぞれ連設
して、左前面板と前左側面板との下端辺に、底差し込み片をそれぞれ連設した一枚のブラ
ンクを折り曲げてＬ字状に組み立て形成したものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開平６－７６０２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、この従来のＬ字型収納箱は、四つの面板（後外底面板、左内底面板、前
外底面板、右内底面板）を張り合わせたり組み合わせたりしてＬ字型の面を形成する構成
となっている。そのため、展開板材の形状が複雑になっており、組み立て手順が複雑で分
かりづらく、また、面同士を接着する作業もあるので、組み立て工数が掛かってしまい、
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必要なときに直ぐに組み立てて使用することができなかった。
【０００６】
　また、この従来のＬ字型収納箱は、Ｌ字型面を開口部として、このＬ字型面から収納物
の出し入れを行う構成としているため、例えば、長靴を収納する場合、一々、一足ずつ横
向きにして収納しなければならないので、収納しづらく使い勝手が悪かった。
【０００７】
　本発明は、上述のような現状に鑑みなされたもので、展開板材の形状が単純で組み立て
手順が分かり易く、必要時に簡単に組み立てて使用することができ、しかも、収納物の出
し入れが容易にできる実用性に優れたＬ字型収納箱を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　添付図面を参照して本発明の要旨を説明する。
【０００９】
　一枚の紙製展開板材１を折り曲げて組み立て形成し、長靴やロングブーツ等のＬ字型の
収納物を起立状態で開閉自在に設けた背面側開口部２から出し入れし得るように構成した
Ｌ字型収納箱であって、前記紙製展開板材１は、方形状に形成した上面部３、底面部４、
正面部５及び背面部６と、Ｌ字型に形成した一対の左側面部７及び右側面部８とから成り
、前記上面部３と前記底面部４と前記左側面部７と前記右側面部８とを一直線上に配設し
て折り縁を介して連設した構成とし、前記背面部６を前記上面部３と前記底面部４と前記
左側面部７と前記右側面部８のいずれかの背面側に折り縁を介して連設すると共に、連設
した側と反対側に、前記上面部３と前記底面部４と前記左側面部７と前記右側面部８のい
ずれかに設けられこの背面部６を開き止め係止する開き止め係止片９と係合する係止片係
合部10を設けた構成とし、前記正面部５は、奥側正面部５Ａと手前側正面部５Ｂとこの奥
側正面部５Ａと手前側正面部５Ｂとの間に配設される先端上面部５Ｃとで構成すると共に
、前記先端上面部５Ｃを谷折する折り縁を介して前記奥側正面部５Ａと連設した構成とし
たことを特徴とするＬ字型収納箱に係るものである。
【００１０】
　また、前記紙製展開板材１の前記上面部３と前記先端上面部５Ｃとを同形状に形成して
、この紙製展開板材１を折り曲げて組み立て形成した二体のＬ字型収納箱11を、一方のＬ
字型収納箱11の上面部３と他方のＬ字型収納箱11の先端上面部５Ｃとを合わせて巴状に組
み合わせた際に、一方のＬ字型収納箱11の背面部６と他方のＬ字型収納箱11の手前側正面
部５Ｂとが面一状態となるように構成したことを特徴とする請求項１記載のＬ字型収納箱
に係るものである。
【００１１】
　また、前記紙製展開板材１は、段ボールから成ることを特徴とする請求項１，２のいず
れか１項に記載のＬ字型収納箱に係るものである。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明は上述のように構成したから、紙製展開材の各面部の形状がＬ字型収納箱に組み
立てた際の各面の形状と同形状となり、各面部が組み立てた際にどの位置になるのかが容
易に認識できるため、組み立て手順が分かり易く、必要時に簡単に組み立てて使用するこ
とができる実用性に優れたＬ字型収納箱となる。
【００１３】
　しかも、本発明は、背面部を開閉自在に構成して、Ｌ字型収納箱の背面側開口部からＬ
字型の収納物を出し入れするようにしたので、例えば、長靴をこのＬ字型収納箱に収納す
る際、長靴を横倒しすることなく起立状態で二足並べて容易に収納することができるので
非常に使い勝手が良く、また、背面部は、開き止め係止片によって開き止めすることがで
きるので、この背面部が勝手に開いて収納物が外部に飛び出してしまうことも無く、確実
に収納物を収納、保持することができる実用性に優れたＬ字型収納箱となる。
【００１４】
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　また、請求項２記載の発明においては、紙製展開板材を折り曲げて組み立て形成した二
体のＬ字型収納箱を巴状に組み合わせた際に、この二体のＬ字型収納箱が段差の無い直方
体（立方体）形状になり、多数のＬ字型収納箱を収納する際、これらを積層状態或いは並
設状態とした際にＬ字型収納箱間に無駄なスペースを生じず、効率良くこれらを収納する
ことができる収納性に優れたＬ字型収納箱となる。
【００１５】
　また、請求項３記載の発明においては、低コストで且つ耐久性に優れた画期的なＬ字型
収納箱となる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本実施例の展開図である。
【図２】本実施例の展開図の別例を示す概略図である。
【図３】本実施例の展開図の別例を示す概略図である。
【図４】本実施例の組み立て手順説明斜視図である。
【図５】本実施例の組み立て手順説明斜視図である。
【図６】本実施例の組み立て手順説明斜視図である。
【図７】本実施例の組み立て手順説明斜視図である。
【図８】本実施例の組み立て手順説明斜視図である。
【図９】本実施例の組み立て手順説明斜視図である。
【図１０】本実施例の組み立て手順説明斜視図である。
【図１１】本実施例の組み立て手順説明斜視図である。
【図１２】本実施例の組み立て完成状態を示す背面側斜視図である。
【図１３】本実施例の使用状態を示す説明斜視図である。
【図１４】本実施例を二体巴状に組み合わせた状態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　好適と考える本発明の実施形態を、図面に基づいて本発明の作用を示して簡単に説明す
る。
【００１８】
　本発明は、紙製展開材１の各面部の形状をＬ字型収納箱に組み立てた際の各面の形状と
同形状に設定したので、従来例のように複数の面板を重ね合わせて貼り付けたり組み合わ
せたりして面板をＬ字型に形成する必要がなく、各面部が組み立てた際にどの位置になる
のかが容易に認識できるため、組み立て手順が分かり易く、極めて容易に組み立てること
ができる。
【００１９】
　即ち、本発明の紙製展開板材１を折り曲げてＬ字型収納箱11を組み立て形成する際は、
例えば、一直線上に配設されている上面部３と底面部４と左側面部７と右側面部８とを折
り縁で折り曲げてこの四つの面部で枠状体を形成し、この四つの面部を枠状体に形成した
ことによって形成された正面側開口部12と背面側開口部２とを夫々閉口するように正面部
５と背面部６とを所定方向に折り曲げるだけの極めて簡易な組み立て作業で容易にＬ字型
収納箱11を組み立て形成することができる。
【００２０】
　また、組み立ての際は、面同士を接着する作業も不要で、折り曲げて組み立てるだけな
ので、極めて容易に短時間で組み立てることができる実用性に優れた画期的なＬ字型収納
箱となる。
【００２１】
　しかも、本発明は、収納物を出し入れする際は、背面部６を開閉操作して広い背面側開
口部２から収納物を出し入れするようにしたので、収納物の出し入れ作業が非常にし易く
、例えば、Ｌ字型の収納物である長靴をこのＬ字型収納箱に収納する際も、長靴を横倒し
することなく起立状態で二足並べて容易に収納することができる使い勝手に優れたＬ字型
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収納箱となる。
【００２２】
　更に、Ｌ字型収納箱11内に収納物を収納して背面部６を閉じた際、この背面部６に設け
た係止片係合部10に、上面部３と底面部４と左側面部７と右側面部８のいずれかに設けた
開き止め係止片９を係合させることで、この背面部６が開き止めされて勝手に開いてしま
うことがなくなるので、確実に収納物をＬ字型収納箱11内に収納、保持することができる
実用性に優れたＬ字型収納箱となる。
【実施例】
【００２３】
　本発明の具体的な実施例について図面に基づいて説明する。
【００２４】
　本実施例は、一枚の所定形状に形成した段ボールから成る紙製展開板材１を折り曲げて
組み立て形成し、長靴やロングブーツ等のＬ字型の収納物を起立状態で開閉自在に設けた
背面側開口部２から出し入れし得るように構成したＬ字型収納箱である。
【００２５】
　具体的には、紙製展開板材１は、方形状に形成した上面部３、底面部４、正面部５及び
背面部６と、Ｌ字状に形成した一対の左側面部７及び右側面部８とから成り、上面部３と
底面部４と左側面部７と右側面部８とを一直線上に配設して折り縁を介して連設した構成
とし、背面部６は、上面部３と底面部４と左側面部７と右側面部８のいずれかの背面側辺
部に折り縁を介して連設すると共に、連設した側と反対側に、上面部３と底面部４と左側
面部７と右側面部８のいずれかに設けられこの背面部６を開き止め係止する開き止め係止
片９と係合する係止片係合部10を設けた構成とし、正面部５は、奥側正面部５Ａと手前側
正面部５Ｂとこの奥側正面部５Ａと手前側正面部５Ｂとの間に配設される先端上面部５Ｃ
とで構成すると共に、先端上面部５Ｃを折り縁を介して奥側正面部５Ａと連設した構成と
している。
【００２６】
　より具体的には、本実施例の紙製展開板材１は、図１に示すように、左側面部７と上面
部３と右側面部８と底面部４とをこの順に一直線上に配設し、夫々を折り縁を介して連設
した構成とし、より詳細には、左側面部７の上辺部に折り縁を介して上面部３の左側辺部
を連設し、この上面部３の右側辺部に折り縁を介して右側面部８の上辺部を連設し、この
右側面部８の底辺部に折り縁を介して底面部４の右側辺部を連設した構成としている。
【００２７】
　また、この一直線上に配設したこれら左側面部７、上面部３、右側面部８、底面部４の
うちの、左側面部７の背面側辺部に折り縁を介して背面部６の左側辺部を連設し、上面部
３の正面側辺部に折り縁を介して奥側正面部５Ａの上辺部を連設し、底面部４の正面側辺
部に折り縁を介して手前側正面部５Ｂの底辺部を連設すると共に、奥側正面部５Ａの下辺
部に折り縁を介して先端上面部５Ｃの背面側辺部を連設した構成としている。
【００２８】
　本実施例の紙製展開材１について、更に詳細に説明すると、上面部３は、方形状に形成
して、左側辺部に折り縁を介して左側面部７の上辺部を連設し、右側辺部に折り縁を介し
て右側面部８の上辺部を連設し、正面側辺部（図１では下側）に折り縁を介して正面部５
を構成する奥側正面部５Ａを連設した構成としている。
【００２９】
　また、背面側辺部（図１では上側）には、折り縁を介して背面部６の上側部と重合する
重合片13を連設した構成としている。
【００３０】
　また、底面部４は、方形状に形成し、右側辺部（図１では左側）に折り縁を介して右側
面部８の底辺部を連設し、正面側辺部に折り縁を介して正面部５を構成する手前側正面部
５Ｂの底辺部を連設した構成としている。
【００３１】
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　また、背面側辺部には、折り縁を介して背面部６の底側部と重合する重合片14を連設し
、左側辺部（図１では右側）には、折り縁を介して左側面部７の底側部と重合する差し込
み重合片15を連設すると共に、前記折り縁上に切込み16を設けた構成とし、この切込み16
は、長辺を前記折り縁と平行となるようにして差し込み重合片15に設け、各短辺部を前記
折り縁と交差（直交）するように設けて、底面部４側に向けて開口するコ字状に形成して
、組み立て時に差し込み重合片15を前記折り縁に沿って折り曲げた際、この差し込み重合
片15の連設側端部に、左側面部７に設けた差し込み係止片26を差し込み係合（差し込み係
止）し得る差し込み係合部17（本実施例では差し込み係合孔）を形成するように構成して
いる。
【００３２】
　また、正面部５は、奥側正面部５Ａと手前側正面部５Ｂとこの奥側正面部５Ａと手前側
正面部５Ｂとの間に配設される先端上面部５Ｃとで構成しており、奥側正面部５Ａ及び先
端上面部５Ｃは上面部３と連設し、手前側正面部５Ｂは前述した底面部４と連設した構成
としている。
【００３３】
　具体的には、奥側正面部５Ａは、方形状に形成し、上辺部に折り縁を介して上面部３の
正面側辺部を連設し、下辺部に折り縁を介して先端上面部５Ｃの奥側（背面側）辺部を連
設した構成としている。
【００３４】
　また、左右両側辺部には、夫々凹状の切欠き部18を設けた構成とし、この切欠き部18は
、組み立てた際に、左側面部７、右側面部８の夫々に設けた係合凸片33と係合し得る形状
に形成した構成としている。
【００３５】
　また、手前側正面部５Ｂは、方形状に形成し、底辺部に折り縁を介して底面部４の正面
側辺部を連設した構成としている。
【００３６】
　また、上辺部には、折り縁を介して差し込み係止片19を連設した連設した構成とし、こ
の差し込み係止片19は、組み立てた際に先端上面部５Ｃに形成される差し込み係合部23に
差し込み係合（差し込み係止）し得る形状に形成した構成としている。
【００３７】
　また、先端上面部５Ｃは、前述した上面部３と同形状且つ同面積の方形状に形成し、奥
側（背面側）辺部に折り縁を介して奥側正面部５Ａの下辺部を連設した構成としている。
【００３８】
　また、左右両側辺部には、折り縁を介して差し込み係止片20を連設した構成とし、この
差し込み係止片20は、組み立て時に左側面部７、右側面部８の夫々に形成される差し込み
係合部30に差し込み係合（差し込み係止）し得る形状に形成した構成としている。
【００３９】
　また、正面側辺部には、折り縁を介して手前側正面部５Ｂの上側部と重合する重合片21
を連設すると共に、前記折り縁上に切込み22を設けた構成とし、この切込み22は、長辺を
前記折り縁と平行となるようにして重合片21に設け、各短辺部を前記折り縁と交差（直交
）するように設けて、先端上面部５Ｃ側に向けて開口するコ字状に形成して、組み立て時
に重合片21を前記折り縁に沿って折り曲げた際、この重合片21の連設側端部に、前述した
手前側正面部５Ｂに設けた差し込み係止片19を差し込み係合（差し込み係止）し得る差し
込み係合部23（本実施例では、差し込み係合孔）を形成するように構成している。
【００４０】
　また、背面部６は、方形状に形成し、左側辺部（図１では下側）に左側面部７の背面側
辺部を連設した構成としている。
【００４１】
　また、右側辺部（図１では上側）には、折り縁を介して差し込み係止片24を連設すると
共に、前記折り縁上に切込み25を設けた構成とし、この切込み25は、長辺を前記折り縁と
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平行となるようにして差し込み係止片24に設け、各短辺部を前記折り縁と交差（直交）す
るように設けて、背面部６側に向けて開口するコ字状に形成して、組み立て時に差し込み
係止片24を前記折り縁に沿って折り曲げた際、この差し込み係止片24の連設側端部に、こ
の背面部６を開き止め係止するための右側面部８に設けた開き止め係止片９を差し込み係
合（差し込み係止）し得る係止片係合部10（本実施例では、係止片係合孔）を形成するよ
うに構成している。
【００４２】
　また、左側面部７は、Ｌ字型に形成し、上辺部（図１では右側）に折り縁を介して上面
部３の左側辺部を連設し、背面側辺部（外側Ｌ字長辺部）に折り縁を介して背面部６を連
設した構成としている。
【００４３】
　また、底辺部（外側Ｌ字短辺部）には、折り縁を介して差し込み係止片26を連設した構
成とし、この差し込み係止片26は、組み立て時に底面部４に形成される差し込み係合部17
（差し込み係合孔）に差し込み係合（差し込み係止）し得る形状に形成した構成としてい
る。
【００４４】
　また、正面手前側辺部には、折り縁を介して手前側正面部５Ｂの左側部と重合する重合
片27を連設した構成としている。
【００４５】
　また、先端側水平辺部（内側Ｌ字短辺部）には、折り縁を介して先端上面部５Ｃの左側
部と重合する重合片28を連設すると共に、前記折り縁上に切込み29を設けた構成とし、こ
の切込み29は、長辺を前記折り縁と平行となるようにして重合片28に設け、各短辺部を前
記折り縁と交差（直交）するように設けて、左側面部７の短手部側に向けて開口するコ字
状に形成して、組み立て時に重合片28を前記折り縁に沿って折り曲げた際、この重合片28
の連設側端部に、前述した先端上面部５Ｃに設けた差し込み係止片20を差し込み係合（差
し込み係止）し得る差し込み係合部30（本実施例では、差し込み係合孔）を形成するよう
に構成している。
【００４６】
　また、正面奥側辺部（内側Ｌ字長辺部））には、折り縁を介して奥側正面部５Ａの左側
部と重合する重合片31を連設すると共に、前記折り縁上に切込み32を設けた構成とし、こ
の切込み32は、長辺を前記折り縁と平行となるようにして重合片31に設け、各短辺部を前
記折り縁と交差（直交）するように設けて、左側面部７の長手部側に向けて開口するコ字
状に形成して、組み立て時に重合片31を前記折り縁に沿って折り曲げた際、この左側面部
７の正面奥側辺部（内側Ｌ字長辺部）に、正面側に向かって突出し前述した奥側正面部５
Ａに設けた切欠き部18と係合し得る係合凸片33を形成するように構成している。
【００４７】
　また、右側面部８は、左側面部７と同形状のＬ字型に形成し、上辺部（図１では左側）
に折り縁を介して上面部３の右側辺部を連設し、底辺部（外側Ｌ字短辺部）に折り縁を介
して底面部４を連設した構成としている。
【００４８】
　また、背面側辺部（外側Ｌ字長辺部）には、折り縁を介して開き止め係止片９を連設し
た構成とし、この開き止め係止片９は、組み立て時に背面部６に形成される係止片係合部
10（係止片係合孔）に差し込み係合（差し込み係止）し得る形状に形成した構成とし、更
に具体的には、この開き止め係止片９は、右側面部８にこの開き止め係止片９の左右両端
辺の延長線上に切込み34を設けて、この右側面部８に開閉回動自在（切り起こし可動自在
）に設けた構成とすると共に、前記折り縁上若しくは折り縁と隣接する位置にコ字状の切
込み35を設けて、組み立て時にこの開き止め係止片９を前記折り縁に沿って折り曲げた際
、この開き止め係止片９の前記折り縁に、この開き止め係止片９を摘み操作し得る摘み取
手部36を形成するように構成している。
【００４９】
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　また、正面手前側辺部には、折り縁を介して手前側正面部５Ｂの右側部と重合する重合
片37を連設した構成としている。
【００５０】
　また、先端側水平辺部（内側Ｌ字短辺部）には、折り縁を介して先端上面部５Ｃの右側
部と重合する重合片38を連設すると共に、前記折り縁上に切込み39を設けた構成とし、こ
の切込み39は、長辺を前記折り縁と平行となるようにして重合片38に設け、各短辺部を前
記折り縁と交差（直交）するように設けて、右側面部８の短手部側に向けて開口するコ字
状に形成して、組み立て時に重合片38を前記折り縁に沿って折り曲げた際、この重合片38
の連設側端部に、先端上面部５Ｃに設けた差し込み係止片20を差し込み係合（差し込み係
止）し得る差し込み係合部30（本実施例では、差し込み係合孔）を形成するように構成し
ている。
【００５１】
　また、正面奥側辺部（内側Ｌ字長辺部））には、折り縁を介して奥側正面部５Ａの右側
部と重合する重合片40を連設すると共に、前記折り縁上に切込み41を設けた構成とし、こ
の切込み41は、長辺を前記折り縁と平行となるようにして重合片40に設け、各短辺部を前
記折り縁と交差（直交）するように設けて、右側面部８の長手部側に向けて開口するコ字
状に形成して、組み立て時に重合片40を前記折り縁に沿って折り曲げた際、この右側面部
８の正面奥側辺部（内側Ｌ字長辺部）に、正面側に向かって突出し前述した奥側正面部５
Ａに設けた切欠き部18と係合し得る係合凸片33を形成するように構成している。
【００５２】
　このように、本実施例の紙製展開材１は、予め左右側面部７，８をＬ字型に形成した紙
製展開材１としたので、各面部が組み立てた際どの位置になるものかが容易に認識できる
単純な形状に構成されているため、組み立て手順が分かり易いものとなっている。
【００５３】
　尚、本実施例の紙製展開材１は、上述した構成に限らず、例えば、図２，図３に示すよ
うな構成でも良い。
【００５４】
　即ち、本実施例では、背面部６は左側面部７に連設した構成としたが、図２の（ｂ）～
（ｄ）に示すように、上面部３や右側面部８や底面部４に連設した構成としても良く、ま
た、図２の（ａ）に示すように、正面部５を構成する奥側正面部５Ａ、手前側正面部５Ｂ
、先端上面部５Ｃを連設して一体形成した構成としても良い。
【００５５】
　また、図３の（ａ）～（ｄ）に示すように、底面部４の左右側辺部に左側面部７及び右
側面部８を連設した構成、即ち、上面部３、右側面部８、底面部４、左側面部７の順に配
設して連設した構成としても良く、また、この際も、図２と同様、背面部６は、上面部３
、右側面部８、底面部４、左側面部７のいずれに連設しても良い。
【００５６】
　また、紙製展開材１表面（裏側若しくは表裏両側）に撥水加工を施して防水性を付与し
、例えば、家庭で使用した長靴等を収納、保管する際、長靴等に水分が付いている状態で
そのまま収納しても、このＬ字型収納箱11が水分によって破損しないような構成としても
良い。
【００５７】
　以上のように構成した本実施例の紙製展開材１を折り曲げてＬ字型収納箱11に組み立て
形成する際の組立手順の一例を図４～図１２に基づいて説明する。
【００５８】
　先ず、図４に示すように、紙製展開材１の裏面を上側にした状態で載置する。
【００５９】
　次いで、底面部４の右側側辺部と右側面部８の底辺部との間に介在する折り縁に沿って
右側面部８を底面部４に対して上方に向けて直角に折り曲げて、この右側面部８を立設状
態にして、図５に示すような状態にする。
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【００６０】
　次いで、この立設状態にした右側面部８の上辺部と上面部３の右側辺部との間に介在す
る折り縁に沿って上面部３を右側面部８に対して下方に向けて直角に折り曲げて、この上
面部３を底面部４と平行な状態にすると共に、底面部４の左側辺部に折り縁を介して連設
した差し込み重合片15を、この折り縁に沿って上方に向けて直角に折り曲げて立設状態に
して、図６に示すような状態にする。
【００６１】
　また、この差し込み重合片15を上方に向けて直角に折り曲げることによって、この差し
込み重合片15の連設側端部に、左側面部７に設けた差し込み係止片26を差し込み係合（差
し込み係止）し得る差し込み係合部17（本実施例では差し込み係合孔）が形成される。
【００６２】
　次いで、底面部４と平行な状態にした上面部３の左側辺部と左側面部７の上辺部との間
に介在する折り縁に沿って左側面部７を上面部３に対して下方に向けて直角に折り曲げて
、この左側面部７の下部側を立設状態にした底面部４の差し込み重合片15に重合させて、
この左側面部７を右側面部８と同様に立設状態にすると共に、この左側面部７の底辺部に
折り縁を介して連設した差し込み係止片26を、前記底面部４の差し込み係合部17（差し込
み係合孔）に差し込み係合（差し込み係止）して、図７に示すような、一直線上に配設し
連設した底面部４、右側面部８、上面部３、左側面部７で方形状の枠状体を形成した状態
にする。
【００６３】
　次いで、この方形状枠状体を形成したことで形成された正面側開口部12を閉口する。
【００６４】
　具体的には、先ず、左側面部７の先端側水平辺部（内側Ｌ字短辺部）に折り縁を介して
連設した重合片28と奥側正面辺部（内側Ｌ字長辺部）に折り縁を介して連設した重合片31
を夫々、折り縁に沿って内方に向けて直角に折り曲げ、また、右側面部８も同様に、右側
面部８の先端側水平辺部（内側Ｌ字短辺部）に折り縁を介して連設した重合片38と奥側正
面辺部（内側Ｌ字長辺部）に折り縁を介して連設した重合片40を夫々、折り縁に沿って内
方に向けて直角に折り曲げて、図７に示すような状態にする。
【００６５】
　次いで、奥側正面部５Ａの下辺部と先端上面部５Ｃの上辺部との間に介在する折り縁に
沿って先端上面部５Ｃを奥側正面部５Ａに対して上方に向けて直角に折り曲げて、この奥
側正面部５Ａと先端上面部５ＣとをＬ字状に形成すると共に、この先端上面部５Ｃの左右
両側辺部に折り縁を介して連設した各差し込み係止片20及び正面側辺部に折り縁を介して
連設した重合片21を夫々前方に向けて直角に折り曲げて、図８に示すような状態にする。
【００６６】
　また、この重合片21を前方に向けて直角に折り曲げることによって、この重合片21の連
設側端部に、手前側正面部５Ｂに設けた差し込み係止片19を差し込み係合（差し込み係止
）し得る差し込み係合部23（本実施例では差し込み係合孔）が形成される。
【００６７】
　次いで、上面部３の正面側辺部と奥側正面部５Ａの上辺部との間に介在する折り縁に沿
って奥側正面部５Ａを上面部３に対して下方に向けて直角に折り曲げて、奥側正面部５Ａ
の左右の切欠き部18の夫々を左側面部７及び右側面部８の奥側正面辺部（内側Ｌ字長辺部
）に形成した係合凸片33に嵌合させると共に、この奥側正面部５Ａの左右部側を夫々、左
側面部７の奥側正面辺部（内側Ｌ字長辺部）に連設した重合片31及び右側面部８の奥側正
面辺部（内側Ｌ字長辺部）に連設した重合片40に重合させ、また、奥側正面部５Ａに連設
した先端上面部５Ｃの左右の差し込み係止片20を左側面部７及び右側面部８に形成した差
し込み係合部30（差し込み係合孔）に差し込み係合（差し込み係止）して、この先端上面
部５Ｃの左右側部を夫々、左側面部７の先端側水平辺部（内側Ｌ字短辺部）に連設した重
合片28及び右側面部８の先端側水平辺部（内側Ｌ字短辺部）に連設した重合片38に重合さ
せて、図９に示すような正面側開口部12の上部側を閉口した状態にする。
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【００６８】
　次いで、手前側正面部５Ｂの上辺部に折り縁を介して連設した差し込み係止片19を、前
記折り縁に沿って上方に向けて直角に折り曲げ、次いで、底面部４の正面側辺部と手前側
正面部５Ｂの底辺部との間に介在する折り縁に沿って奥側正面部５Ａを底面部４に対して
上方に向けて直角に折り曲げて、この手前側正面部５Ｂの左側部、右側部及び上側部を、
左側面部７の重合片27、右側面部８の重合片37及び先端上面部５Ｃの重合片21に夫々重合
させると共に、前記差し込み係止片19を先端上面部５Ｃに形成した差し込み係合部23（差
し込み係合孔）に差し込み係合（差し込み係止）して、図１０に示すような正面側開口部
12の下側を閉口して正面側開口部12全体を閉口した状態にする。
【００６９】
　次いで、上面部３の背面側辺部に折り縁を介して連設した重合片13と、底面部４の背面
側辺部に折り縁を介して連設した重合片14と、背面部６の右側辺部に折り縁を介して連設
した差し込み係止片24とを夫々、折り縁に沿って内方に向けて直角に折り曲げ、更に、右
側面部８の背面側辺部に折り縁を介して連設した開き止め係止片９を折り縁に沿って内方
に向けて直角に折り曲げると共に、この開き止め係止片９を外方側に引っ張り切起こして
、図１１に示すような状態にする。
【００７０】
　また、この際、図１１に示すように、背面部６の差し込み重合片15の連設側端部に右側
面部８の背面側に設けた開き止め係止片９を差し込み係合（差し込み係止）し得る係止片
係合部10（本実施例では係止片係合部孔）が形成され、開き止め係止片９の連設側端部に
摘み取手部36が形成される。
【００７１】
　そして、最後に、左側面部７の背面側辺部と背面部６の左側辺部との間に介在する折り
縁に沿って背面部６を内方に直角に折り曲げて、差し込み重合片15が右側面部８の背面側
部と重合するように差し込み係合（差し込み係止）して、背面側開口部２を閉口した状態
にし、更に、開き止め係止片９を係止片係合部10（係止片係合孔）に差し込み係合（差し
込み係止）して、この背面部６が勝手に開かないようにロックすることで組み立て終了と
なり、図１２に示すようなＬ字型収納箱11が完成する。
【００７２】
　このように、本実施例は、底面部４、右側面部８、上面部３、左側面部７の夫々を折り
縁に沿って折り曲げて方形状の枠状体にし、正面側開口部12及び背面側開口部２を夫々、
正面部５と背面部６とで閉口するだけの極めて簡単な作業で容易に組み立てることができ
、また、組み立ての際に、接着剤やテープなどの止着材を用いて面部同士を貼り合わせた
り固定したりする作業を要しないので、必要時に簡単に組み立てて使用することができる
実用性に優れたＬ字型収納箱となる。
【００７３】
　しかも、本実施例は、背面部６を開閉自在に構成して、Ｌ字型収納箱11の背面側開口部
２からＬ字型の収納物を出し入れするようにしたので、例えば、長靴をこのＬ字型収納箱
に収納する際、図１３に示すように、長靴を横倒しすることなく起立状態で二足並べて容
易に収納することができ、また、背面部６は、開き止め係止片９を係止片係合部10（係止
片係合孔）に差し込み係合（差し込み係止）することよって開き止めすることができ、こ
の背面部６が勝手に開いて収納物が外部に飛び出してしまうことも無く、確実に収納物を
収納、保持することができる実用性に優れたＬ字型収納箱となる。
【００７４】
　また、本実施例のＬ字型収納箱11、二体を巴状に組み合わせた際に、図１４に示すよう
に、一方のＬ字型収納箱11の背面部６と他方のＬ字型収納箱11の手前側正面部５Ｂとが面
一状態となり、段差の無い直方体（立方体）形状になり、多数のＬ字型収納箱11を収納す
る際、これらを積層状態或いは並設状態とした際にＬ字型収納箱11間に無駄なスペースを
生じず、効率良くこれらを収納することができる収納性に優れたＬ字型収納箱となる。
【００７５】
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　尚、本発明は、本実施例に限られるものではなく、各構成要件の具体的構成は適宜設計
し得るものである。
【符号の説明】
【００７６】
　１　紙製展開材
　２　背面側開口部
　３　上面部
　４　底面部
　５　正面部５
　５Ａ　奥側正面部
　５Ｂ　手前側正面部
　５Ｃ　先端上面部
　６　背面部
　７　左側面部
　８　右側面部
　９　開き止め係止片
　10　係止片係合部
　11　Ｌ字型収納箱

【図１】 【図２】
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【図１２】

【図１３】

【図１４】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

